
◉問い合わせ先 　本庁介護福祉課 ☎ 22-3042

日
に
司
法
書
士
に
よ
る
「
無
料
法
律

相
談
」
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

名
称　

南
大
隅
地
区
司
法
書
士
法
律

相
談
セ
ン
タ
ー

所
在
地　

肝
属
郡
錦
江
町
城
元

１
０
４
３
番
地
４(

錦
江
中
学
校
正

面
向
い)

内
容　

相
続
・
売
買
・
賃
貸
な
ど
土

地
建
物
の
権
利
問
題
、
賃
金
や
借
金

な
ど
お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
、悪
徳
商
法
、

後
見
制
度
、
そ
の
他
法
律
問
題
に
関

す
る
相
談

日
時　

第
１
・
２
・
４
・
５
月
曜　

13

時
～
16
時　

第
３
月
曜
の
み
13
時
～

14
時

実
施
方
法　

司
法
書
士
に
よ
る
面
談

相
談(

相
談
は
無
料
、
電
話
で
の
予

約
者
を
優
先)

問
鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
９
‐
２
４
８
‐
８
２
７
０

鹿
児
島
県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

で
は「
調
理
加
工
科（
職
場
実
習
付
）」

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間　

令
和
６
年
11
月
26
日
火

～
令
和
７
年
３
月
25
日
火

訓
練
会
場
　
た
か
ら
べ
森
の
学
校

受
講
時
間　

９
時
30
分
～
16
時

対
象
者　

早
期
の
再
就
職
を
希
望
す

る
方

内
容　

就
職
支
援
、
職
場
実
習
、
調

理
に
関
す
る
理
論
や
知
識
に
裏
付
け

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

鹿
児
島
県
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
現

状
や
脱
炭
素
化
の
必
要
性
、
個
人
や

家
庭
レ
ベ
ル
で
実
践
で
き
る
省
エ
ネ

や
再
エ
ネ
活
用
等
の
地
球
温
暖
化
対

策
に
つ
い
て
県
民
の
方
々
に
普
及
啓

発
す
る
た
め
、
専
門
的
な
知
識
及
び

経
験
を
有
し
て
い
る
環
境
学
習
指
導

者
を
派
遣
す
る
「
環
境
学
習
で
の
地

球
温
暖
化
対
策
普
及
啓
発
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
※
派
遣
の
手
続

き
等
詳
細
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
や
学
校

等
で
の
環
境
活
動
や
学
習
会
を
検
討

さ
れ
る
際
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。(

「
環
境
学
習
指
導
者
を
派
遣

し
ま
す
！
」
で
検
索
）

問
県
庁
環
境
林
務
課
地
球
温
暖
化
対

策
室

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５
８
６

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
令
和
６
年

10
月
５
日
か
ら
時
間
額「
９
５
３
円
」

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃

金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
の
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
、
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の
産
業
の
労

働
者
と
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
は
、
高
い
方

の
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室
又
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

鹿
児
島
県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
学

校
で
は
、「
パ
ソ
コ
ン
簿
記
初
級
科

K
②
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間　

令
和
６
年
12
月
12
日
木

～
令
和
７
年
３
月
11
日
火

訓
練
会
場
　
ス
ガ
イ
企
画(

株)

西

原
Ｐ
Ｃ
ス
ク
ー
ル
（
鹿
屋
市
西
原

４
ー
10
ー
３
ベ
ル
タ
ウ
ン
２
０
５
）

受
講
時
間　

９
時
～
15
時
50
分

対
象
者　

早
期
の
再
就
職
を
希
望
す

る
方

内
容　

就
職
支
援
、
日
商
簿
記
（
初

級
・
３
級
レ
ベ
ル
）
な
ど

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
等
は
自
己
負
担
）

定
員　

20
名

応
募
期
間　

令
和
６
年
９
月
24
日
火

～
11
月
21
日
木

問
大
隅
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
で
は
、
県
民

の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
窓
口
と
し
て

「
南
大
隅
地
区
司
法
書
士
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
毎
週
月
曜

お
知
ら
せ

環
境
学
習
指
導
者
派
遣

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
改
正

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

マイナンバー温泉・鍼灸利用助成券
＼利用登録はお済みですか？／

＜温泉利用助成券＞
対象者▶錦江町に在住の60歳以上の方
助成額▶150円×15回分
＜鍼灸利用助成券＞
対象者▶錦江町に在住の70歳以上の方
　　　　障害者手帳 (１級・２級 )をお持ちの方
助成額▶1,000円×12回分

※期間：令和６年10月1日～令和７年1月31日
※対象施設については、広報誌９月号または町ホー
ムページをご覧ください。
※利用登録は、役場本庁介護福祉課または田代
支所住民生活課までマイナンバーカードをもっ
てご来庁ください。（代理人による申請不可）

◉問い合わせ先 　本庁介護福祉課 ☎ 22-3042

調
理
加
工
科
受
講
生
募
集

さ
れ
た
「
食
」
を
提
供
す
る
た
め
に

必
要
な
基
本
的
な
知
識
等
。

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は

自
己
負
担
）

定
員
　
15
名

応
募
期
間　

令
和
６
年
９
月
２
日
月

～
10
月
31
日
木

問
大
隅
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

11
月
は
『
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一

掃
強
化
期
間
』
で
す
。
一
人
で
も
労

働
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
労

働
保
険
（
労
災
・
雇
用
保
険
）
に
加

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
業
務
中

又
は
通
勤
時
の
災
害
に
対
し
、
雇
用

保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た
、
ま

た
は
育
児
休
業
や
介
護
休
業
に
よ
り

賃
金
が
低
下
し
た
場
合
等
に
必
要
な

給
付
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業

所
向
け
に
は
各
種
助
成
金
の
支
給
を

行
い
ま
す
。

〇
ま
だ
加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
事
業
主
の
方
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
又
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
６

鹿
屋
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
９
９
４
‐
４
３
‐
３
３
８
５

鹿
屋
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
９
９
４
‐
４
２
‐
４
１
３
５

労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期
間
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